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約3秒
咬みしめる
だけ!

咬合力測定システム用フィルム「デンタルプレスケールⅡ」＆咬合力分析ソフト「バイトフォース アナライザ」は、
咬合力を可視化し、客観的に把握することができる咬合力分析システムです。

デンタルプレスケールⅡは、歯科用に設計した感圧シートを使用し、10～120MPaの
幅広い帯域で咬合圧を測定可能。患者さんの負担も少なく簡単に検査が行えます。

圧力フィルタ機能とは、デンタルプレスケールⅡ上のノ
イズ（咬みしめ以外が原因の発色）が多く含まれる部位
を自動的に除去する機能です。
ただし、圧力フィルタ機能による自動クリーニングのあ
り/なしで得られる解析結果が異なりますので、口腔機
能低下症の診断における咬合力低下の基準値＊につい
ては下記をご参照ください。

咀嚼機能の維持・改善を図るためには咀嚼能力を検査し、評価することが大切です。

食べ物を「嚙める」「嚙めない」ということは、必要な咬合力が発揮されているか否かである、とされています。

天然歯あるいは人工歯の咬合面部に発現する咬合力は、力を発現する側の筋機能の問題と、

その力を受ける側の歯、歯根膜（義歯、粘膜）、さらには咬合が関係しています。

ジーシーの咬合力分析システムは、咀嚼機能の根源である咬合力を、

患者さんへの負担も少なく、簡便・短時間で

測定することができるシステムです。

■ デンタルプレスケールⅡの内部構造

デンタルプレスケールⅡは、PETフィルムの支持体に顕色剤を塗布し、
両面を極薄層のPETフィルムでラッピングしています。

構造図
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デンタルプレスケールⅡを咬み
スキャナで読み取れば
手軽に可視化できます

参考文献：臨床咬合学事典.　医歯薬出版株式会社,　1997

参考文献：口腔機能低下症に関する基本的な考え方.　日本歯科医学会,　令和4年12月

「ギュッ」と咬むだけ 検査簡単

咬合力測定システム用フィルム

■ 発色する仕組み（イメージ）

発色剤のマイクロカプセル
はいろいろな大きさ・強度
に調整され、1枚のフィルム
に均一に塗布されている

1

■ 圧力フィルタ機能による自動クリーニング

圧力フィルタ機能による自動クリーニングあり/なしの場合の基準値

破壊されたマイクロカプセ
ル中の無色染料が、顕色剤
と化学反応を起こして赤色
発色する
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加えられた圧力に応じて発
色剤層のマイクロカプセル
が破壊される
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圧力フィルタ機能による
自動クリーニングなしの場合

圧力フィルタ機能による
自動クリーニングありの場合

圧力フィルタ機能による
自動クリーニングありの場合

350N未満

圧力フィルタ機能による
自動クリーニングなしの場合

500N未満



咬合力測定システム用フィルム「デンタルプレスケールⅡ」＆咬合力分析ソフト「バイトフォース アナライザ」は、
咬合力を可視化し、客観的に把握することができる咬合力分析システムです。

読み取ったデータは咬む力の強さやバランスがひと目で確認ができ、多角的に解析が行えます。また患者さんごとに検査情報を
管理することで、経過観察をスピーディに比較できます。患者さんにもわかりやすい“コミュニケーション”画面表示も可能です。

スクリーニング検査

術前・術後比較

経過観察

デンタルプレスケールⅡを咬み
スキャナで読み取れば
手軽に可視化できます

■ フォースバランス

バイトフォース アナライザの基本画面です。咬合力
が発現した部位と、咬合力、咬合力表示面積、最大
圧、平均圧、重心の位置やバランスなどを数値とビ
ジュアルで表示します。

■ アニメーション

最小圧力から順次最
大へ、またはその逆
を動的に表示します。
圧力ごとの出現部位
をひと目で把握する
ことができます。

■ クローズアップ

マウスをドラッグして囲むだけで、注目したい部位の、咬合力、咬合力表示面積、平均
圧等を抽出し表示します。また、咬合力、咬合力表示面積の全体の値に対する割合も
表示します。

■ ヒストグラム

5MPaごとの圧力域に分けた咬合力表示面
積とその割合をバーグラフで表示します。

※コンピュータ、スキャナは付属しません。

な表示機能により力の状態をビジュアルとデータで把握多彩
ばいとフォース アナライザ
咬合力分析ソフト



※掲載情報は2023年12月現在のものです。
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サイズ●3種＝S、M、L
包装●1函：40枚入
歯科用咬合力計　デンタルプレスケールⅡ
一般医療機器　特定保守管理医療機器　13B1X00155000295

包装●バイトフォース アナライザソフトウェアCD 1枚、ライセンスドングル 
1個、キャリブレーションシート 1枚、位置決めテンプレート 1枚、“デンタル
プレスケールⅡの咬ませ方”マニュアル

■バイトフォース アナライザ （ソフトウェア）動作環境
OS：Windows 10/11（各OS 32/64Bit版）
プログラム：Microsoft.Net Framework 4.6以上必須
CPU：Intel i3以降　
メモリー：2GB以上　
ディスプレイ：最低解像度 800×600以上
USBポート（2ケ）：USB1.1/2.0/3.0
CD-ROMドライブ
※上記動作環境を満
たしていても、全ての
コンピュータでの動作
を保証するものではあ
りません。 

※使用するコンピュータにはバイトフォース アナライザソフトウェアのインストール及びスキャナ接続設定が
必要になります。インストール設定作業は弊社では行いませんので、予めご了承ください。
※デンタルプレスケールⅡはオクルーザー（703,705,707,709）で読み込むことはできません。
※既存製品のデンタルプレスケールは本製品のバイトフォース アナライザ（ソフトウェア）・弊社指定のスキャナ
システムで読み込むことはできません。

※イラストはイメージです。

弊社ではお取り扱いしておりません。ジーシーホームページ「製品カタログ」ページにて
弊社指定のスキャナをご確認の上、別途お求めください。（弊社が指定するスキャナ以外
は使用することができません）

デンタルプレスケールⅡ読み取り用スキャナ

再使用禁止

■ サイズ［目安］

小児

S

約68mm

約47
mm

成人女性

M

約76mm

約53
mm

成人女性 / 成人男性

L

約81mm

約60
mm

ばいとフォース アナライジングセット

ペーパー
ホルダー

■ 検査の主な流れとポイント

模型と合わせたり被蓋関係を確
認するなどし、適切なサイズを
S、M、Lから選択します。

歯列全体がフィルムに納まるよ
うにデンタルプレスケールⅡを口
腔内へ挿入します。

デンタルプレスケールⅡを約3秒
間咬み締めてもらいます。

プレスケールシートに付いた唾
液をやさしく拭き取り、消毒用エ
タノール等で清拭消毒します。

位置決めテンプレートとデンタル
プレスケールⅡをスキャナにセット
し、読み込みます。

不要な外形をトリミング
し、咬んで発色した部位
を抽出します。

咬合力等の解
析結果が表示
されます。
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5 6 7

約3秒サイズ
選択

新規読込

アイコンを
クリック

咬合力測定システム用フィルム

咬合力分析ソフト

咬む

読み取る 表示

咬合圧検査 スターターキット
包装●デンタルプレスケールⅡ（サイズM,L×各1函）、バイトフォースアナライジン
グセット

詳しい製品情報は
▼▼ コチラ ▼▼

咬合力分析システム


